
気
」
と
愛
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
に
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
帯
芯
と
は
、
華
や
か

な
帯
の
中
に
入
れ
て
芯
と
し
て
用
い
る

厚
手
の
布
の
こ
と
。「
海
外
製
品
が
台
頭

し
、
機
屋
さ
ん
が
減
っ
て
い
る
。
昔
な

が
ら
の
織
り
機
で
作
ら
れ
る
貴
重
な
帯

芯
の
魅
力
を
ち
ゃ
ん
と
発
信
し
た
い
」

と
淳
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
他
に
も
、
蒲

郡
市
周
辺
で
作
ら
れ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド

「
三
河
木
綿
」の「
刺
し
子
織
り
」を
素
材

に
採
用
。
肌
触
り
が
良
く
、
柔
道
着
や

消
防
法
被
に
使
わ
れ
る
な
ど
丈
夫
さ
は

抜
群
で
す
。

　
現
在
、「
西
尾
の
抹
茶
」
の
原
料
と
な

る
て
ん
茶
の
葉
で
染
め
る
作
品
を
試
作

中
。
地
域
を
大
切
に
思
う
か
ら
こ
そ
の

挑
戦
で
す
。「
染
め
の
技
術
に
は
伝
統
が

あ
る
。
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
洗
練

さ
せ
、
自
分
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
好
き

な
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
愛
さ

ん
は
話
し
ま
す
。「
少
し
ず
つ
海
外
展
開

の
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。“
ス
ト
ー

リ
ー
”
の
あ
る
も
の
を
一
色
発
の
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

熱
く
語
る
淳
さ
ん
。「
一
色
は
都
会
じ
ゃ

な
い
け
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界

中
へ
発
信
で
き
る
。
自
分
た
ち
が
求
め

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
仕
事
を
両
立
で

き
て
い
る
」。二
人
が
思
い
描
い
た
理
想

の
暮
ら
し
方
が
、
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

　
地
元
へ
の
愛
着
と
、
素
材
へ
の
こ
だ

わ
り
―
。
青
木
さ
ん
夫
婦
の
ア
イ
デ
ア

と
感
性
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
作
品
に
は
、

魂
と
思
い
が“
渦
”の
よ
う
に
交
錯
し
て

い
ま
す
。
二
人
が
紡
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
は

ま
だ
ま
だ
終
わ
り
ま
せ
ん
。（
山
﨑
豊
）

　
地
元
で
作
ら
れ
る
綿
生
地
を
柿
渋
や

藍
な
ど
の
天
然
素
材
で
染
め
、
ぬ
く
も

り
の
感
じ
ら
れ
る
作
品
を
製
造
販
売
す

る
店
「
渦
～
Ｕ
Ｚ
Ｕ
」。「
古
い
を
生
か

し
て
、
好
き
を
創
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
地
域
に
密
着
し
た
「
暮
ら
し
に
い

い
モ
ノ
」
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
店
を
切
り
盛
り
す
る
の
は
、
青
木
淳

さ
ん
と
愛
さ
ん
夫
妻
。
一
色
町
出
身
の

淳
さ
ん
は
大
阪
芸
術
大
学
を
卒
業
後
、

映
像
を
音
で
演
出
す
る
サ
ウ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
会
社
を
経
て
、
営
業
の
仕
事
に

就
き
ま
す
。
中
学
校
で
理
科
の
教
員
を

し
て
い
た
豊
橋
市
出
身
の
愛
さ
ん
は
、

草
木
染
め
独
特
の
色
味
に
魅
了
さ
れ
、

そ
の
世
界
へ
と
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
古
着
を
利
用
し
て
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

の
小
物
を
作
り
始
め
る
と
、
デ
ザ
イ
ン

が
好
評
で
友
人
か
ら
製
作
を
頼
ま
れ
る

よ
う
に
。「（
夫
の
）生
ま
れ
育
っ
た
一
色

で
地
元
の
素
材
を
使
い
、
自
分
た
ち
ら

し
い
も
の
づ
く
り
を
本
格
的
に
始
め
よ

う
」
と
夫
婦
の
思
い
が
一
致
。
空
き
家

だ
っ
た
淳
さ
ん
の
祖
母
の
家
を
半
年
か

け
て
自
分
た
ち
で
改
装
し
、
３
年
前
に

店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
愛
さ
ん

が
生
み
出
す
作
品
を
淳
さ
ん
が
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
ス
タ
イ
ル
で
日
々
発
信
。

作
品
に
は
「
伝
統
あ
る
地
元
機は

た

屋や

さ
ん

の
良
質
な
綿
素
材
を
使
う
」「
農
産
物
の

不
要
な
部
分
を
染
料
と
し
て
生
か
す
」

な
ど
、
二
人
の
こ
だ
わ
り
が
ふ
ん
だ
ん

に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。「
染
め
る
技
術
を

独
学
で
学
ん
だ
。
そ
の
経
験
が
染
め
体

験
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
愛
さ

ん
。
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
で
き
な

い
染
め
の
楽
し
さ
を
体
感
し
よ
う
と
、

多
く
の
客
が
週
末
に
訪
れ
ま
す
。

　
「
三
河
織
物
を
使
用
し
た

子
ど
も
の
抱
っ
こ
ひ
も

が
売
れ
筋
。
最
近
は
三

河
帯
芯
を
使
っ
た
キ
ッ

ズ
マ
フ
ラ
ー（
下
）が
人

地
域
へ
の
思
い
を
形
に

一色
か
ら
こ
だ
わ
り
を
発
信

左／藍染めの作業に没頭する愛
さん　上／趣ある店内。二人の
思いが詰まった商品が所狭しと
並ぶ　右／染めた作品を干し、
状態を確認する淳さん

青木淳さんと愛さん夫妻
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東
幡
豆
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
４９

年
に
発
足
し
た
少
年
軟
式
野
球
ク
ラ
ブ
で

す
。「
明
る
く
・
元
気
に
・
あ
い
さ
つ
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
大
会
で
の
優
勝
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
団
員
数
は

男
女
合
わ
せ
て
５５
人
。
東
幡
豆
町
に
限
ら

ず
、
西
尾
市
内
の
小
学
生
が
所
属
し
て
い

ま
す
。

暑
い
日
も
寒
い
日
も
無
心
で
白
球
を
追

い
掛
け
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
う
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
練
習
に
打
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
練
習
や
試
合
以
外
に
も
、

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で
の
プ
ロ
野
球
観
戦
や
ビ

ン
ゴ
大
会
な
ど
、
行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

今
年
度
は
Ｏ
Ｂ
の
石
川
大
雅
さ
ん
（
愛
産

大
三
河
高
校
）
が
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
、

応
援
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

毎
週
土
・
日
曜
日
の
午
前
８
時
か
ら
、

東
幡
豆
町
の
緑
ヶ
崎
野
球
場
、
浜
ノ

山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

随
時
、
見
学
や
体
験
が
で
き
ま
す
。

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
河
湾
が
眼
前
に
広
が
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
汗
や
涙
を
流
し
、
一
緒
に
野

球
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
仲
間
を
信

じ
て
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る

経
験
を
通
じ
、
一
緒
に
成
長
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
布
引
（
☎
０
９
０
・
９
１
７
８
・

２
８
１
４
／
東
幡
豆
町
）

一球入魂

東幡豆少年野球クラブ

このコーナーに登場してくれるサークル・
ボランティア団体を募集しています。詳し
くは、秘書課広報担当（☎６５・２１５９）へ。

伊藤 志
し

恩
おん

くん
（住崎町）

平成2９年１月生まれ
お兄ちゃん大好きしお
んくん♡いつもかわい
い笑顔をありがとう☆

田中 ヒカルちゃん
（亀沢町）

平成2８年８月生まれ
よく食べよく寝てよく
遊ぶキラキラ光るヒカ
ルちゃん大きくなぁれ。

岡田 結
ゆ

夢
ゆ

ちゃん
（徳次町）

平成2８年１１月生まれ
笑顔のステキな結夢ち
ゃん☆家族みんなで幸
せいっぱい作ろうね♡

田中 惺
せい

くん
（今川町）

平成2９年１月生まれ
わが家のスター惺くん
！ニコニコ笑顔はみん
なの宝物。大好きだよ。

新家 涼
りょうた

太くん
（上永良町）

平成2８年７月生まれ
やんちゃで元気いっぱ
い。これからも周りを
明るく楽しませてね！

中根 碧
あお

音
と

くん
（吉良町）

平成2８年７月生まれ
いつも元気でかわいい
あおくん♡元気で無事
に成長してね！大好き。

黒野 紗
さ

矢
や

ちゃん
（伊藤四丁目）
平成2９年８月生まれ
マイペースで意外とわ
んぱくな癒やし系。姉
妹でいつも仲良くね。

杉浦 実
み

依
より

ちゃん
（平坂吉山一丁目）
平成2８年１１月生まれ
人懐っこく元気いっぱ
いのみーちゃん♡兄妹
仲良く大きくなーれ！！
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ス
ポ
ー
ツ
に
し
お

ス
ポ
ー
ツ
に
し
お
Ｖ
ｏ
ｌ・4６

江
戸
時
代
後
期
の
女
流
漢
詩
人
・
江え

馬ま

細さ
い

香こ
う（
１
７
８
７
～
１
８
６
１
年
）の
漢

詩
集
で
す
。
細
香
は
大
垣
藩
医
の
江
馬
蘭
斎
の
長
女
で
、
１３
歳
の
頃
か
ら
京
都
で

画
技
を
学
び
、
生
涯
に
わ
た
り
漢
詩
を
詠
じ
る
と
と
も
に
墨
竹
図
を
描
き
続
け
ま

し
た
。

現
在
開
催
中
の
岩
瀬
文
庫
特
別
展
「
西
尾
に
も
来
た
！　
頼ら

い

山さ
ん

陽よ
う

を
知
っ
て
ま

す
か
？
」
は
、
江
戸
時
代
の
代
表
的
な
漢
詩
人
・
頼
山
陽
に
焦
点
を
当
て
た
展
示

で
す
。
山
陽
は
同
時
代
の
漢
詩
人
と
広
く
交
際
が
あ
り
、
細
香
も
そ
の
一
人
で
し

た
。
細
香
は
文
化
１０（
１
８
３
０
）年
、
山
陽
の
門
人
と
な
り
、
漢
詩
文
の
添
削
や

手
紙
の
や
り
取
り
な
ど
、
交
流
は
生
涯
続
き
ま
し
た
。
上
の
写
真
の
右
側
は
表
紙

見
返
し
で
、
左
側
は
山
陽
か
ら
の
手
紙
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
細
香
に
自
家
詩

集
の
刊
行
を
強
く
勧
め
る
内
容
で
す
。

婚
姻
関
係
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
人
の
間
に
は
終
生
強
い
恋
愛
感
情

が
あ
り
ま
し
た
。
恋
文
を
送
り
合
っ
た
り
、
恋
心
を
漢
詩
に
詠
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。
山
陽
は
女
性
遍
歴
の
大
変
激
し
い
人
で
し
た
が
、
一
方
で
精
神
的
に
対
等
に

交
際
で
き
る
女
性
を
理
想
と
し
、
細
香
は
そ
の
数
少

な
い
一
人
で
し
た
。

特
別
展
で
は
、
細
香
を
は
じ
め
、
山
陽
と
交
流
を

持
っ
た
個
性
的
な
人
々
の
資
料
が
数
多
く
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問岩瀬文庫（☎５６・２４５９）

岩
瀬
文
庫
学
芸
員
　
村
瀬
貴
則

湘し
ょ
う

夢む

遺い

稿こ
う

（
２
―
３６
）

問
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会　
鈴
木
（
☎
３５
・
１
１
７
７
／
吉
良
町
）

ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当
（
☎
５4
・
０
０
０
２
／
総
合
体
育
館
内
）

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
ミ
ニ
バ

ス
）
は
、
小
学
生
が
行
う
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
で
す
。
中
学
生
以
上
と
比

べ
る
と
、
コ
ー
ト
や
ボ
ー
ル
が
一
回
り

小
さ
い
、
リ
ン
グ
の
高
さ
が
低
い
な
ど

の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
身
長
や
体
格
に

関
係
な
く
プ
レ
ー
で
き
る
た
め
、
男
女

と
も
に
多
く
の
小
学
生
が
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は

「
走
る
・
跳
ぶ
・
投
げ
る
」
を
兼
ね
備

え
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
持
久
力
や
筋
力
を

鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

西
尾
市
で
は
、
１４
年
か
ら
サ
タ
デ
ー

プ
ラ
ン
で
ミ
ニ
バ
ス
の
教
室
が
始
ま
り

ま
し
た
。
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

は
、
小
学
生
対
象
の
「
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
」
と
中
学
生
対
象
の

「
西
尾
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ
」

を
立
ち
上
げ
、
県
の
大
会
に
参
加
す
る

な
ど
し
て
い
ま
す
。
卒
団
後
に
高
校
で

全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、
実
力
の

高
い
選
手
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
西
尾
市
出
身
の
卒
団
生
、
牧

全
選
手
が
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
・
Ｂ
リ
ー
グ
の
レ
バ
ン
ガ
北
海
道

で
活
躍
中
。
チ
ー
ム
で
牧
選
手
が
出
場

す
る
試
合
へ
応
援
に
出
掛
け
て
い
ま
す
。

牧
選
手
が
ミ
ニ
バ
ス
の
練
習
に
顔
を
出

し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
は
間
近
で
見
る
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー

に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

毎
年
２
月
に
は
５
年
生
ま
で
の
小
学

生
と
指
導
者
向
け
の
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
２
月
１１
日
㈷
に
開
催
。
多

く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
を
輩
出

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
よ
う

湘夢遺稿
「
江
馬
細
香
自
賛
墨
竹
図
」　
個
人
蔵　
特
別
展
出
陳

牧全選手

©LEVANGA HOKKAIDO©LEVANGA HOKKAIDO©LEVANGA HOKKAIDO
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西 尾 市 の デ ー タ

地元の食材を使い、写真映えするス
イーツとして市観光協会が新たに仕
掛ける「西尾パフェ」。今夏実施した
「西尾かき氷」に続く第２弾が始まり
ました。参加店舗は２２店。どのパフ
ェもこだわりとおいしいが詰まった
店主渾身の逸品です。一口食べれば、
ぜいたくな味わいでいっぱいに。ぜ
ひ、甘～い時間をお楽しみください。

あけましておめでとうございます。
今年も広報にしおをよろしくお願い
します。今号で掲載した「西尾パフ
ェ」。編集中、広報担当内は「ここの
パフェかわいい」「イチゴがいっぱい
でおいしそう！　食べたい～」など
と話に花が咲き、その様子は女子会
さながら（女子職員だけではありま
せんよ…）。あんこ好きの私として
は今後、「西尾の抹茶に合う」「西尾産
のイチゴを使った」大福やだんごな
どの和スイーツの取り組みが企画さ
れるのを期待しています。（な）

編 集 雑 記

今 月 の 表 紙
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E-mail　nishio@city.nishio.lg.jp
■本　　庁	 ☎0563・56・2111（代表）
	 〒445ー8501　西尾市寄住町下田22
■一色支所	 ☎0563・72・7111（代表）
	 〒444ー0492　西尾市一色町一色東前新田8
■吉良支所	 ☎0563・32・1111（代表）
	 〒444ー0596　西尾市吉良町荻原川畑20
■幡豆支所	 ☎0563・62・5511（代表）
	 〒444ー0798　西尾市西幡豆町仲田14ー2

スマートフォンなどで
読み取ると「スマートフ
ォン用西尾市ホームペ
ージ」が閲覧できます。

●
東
幡
豆
小
学
校

●
平
坂
中
学
校

　
１１
月
１５
日
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
文

化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
学
年
で

学
年
合
唱
を
し
た
後
、
ク
ラ
ス
ご
と
に

練
習
の
成
果
を
披
露
。
全
校
生
徒
や
保

護
者
を
前
に
、
息
の
合
っ
た
歌
声
を
響

か
せ
ま
し
た
。

　
１１
月
２4
日
、
学
芸
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
４
年
生
が
演
じ
た
の
は
「
ま
ぬ
け

村
物
語
」。戦
に
連
れ
て
い
か
れ
な
い
よ

う
に
、
わ
ざ
と
ま
ぬ
け
な
ふ
り
を
す
る

村
人
を
面
白
お
か
し
く
演
じ
て
、
観
客

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

●
佐
久
島
中
学
校

　
１２
月
１２
日
に
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
見
守
る
保
護
者
か
ら
大
き

な
声
援
が
飛
ぶ
中
、
学
校
前
を
一
斉
に

ス
タ
ー
ト
。
強
風
が
吹
く
海
沿
い
の
コ

ー
ス
を
、
自
己
ベ
ス
ト
の
タ
イ
ム
目
指

し
て
勢
い
よ
く
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

■人口

■交通事故の状況

■消防の状況
火災 救助 救 急

１１月 5件 0件 544件
30年累計 54件 32件 6,350件

１２月１日現在 前 月 比
男性 87,407人 +75人
女性 84,839人 －22人
計 172,246人 +53人
世帯数 64,471世帯 +96世帯

人身事故
件 数

死 傷 者
死亡者

１１月 65件 82人 0人
30年累計 654件 812人 3人

■犯罪発生の状況
刑法犯総数 侵入盗特殊詐欺

１１月 88件 10件 2件
30年累計
（被害総額） 776件 99件 10件

1,816万円
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